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「
五
百
円
札
な
ど
で
は
物
足
り
な
い
」

増

山

雄

三

幕

府

が

大

政

奉

還

を

し

て

か

ら

二

か

月

後

の

、

慶

応

三

年

（

一

八

六

八

年

）

十

二

月

九

日

、

武

力

倒

幕

派

が

天

皇

を

擁

し

、

「

王

復

政

古

」

の

大

号

令

を

発

し

て

新

政

権

の

会

議

を

開

き

、

幕

府

の

摂

政

や

関

白

の

官

職

も

廃

し

て

、

天

皇

親

政

の

新

政

府

が

姿

を

現

し

た

が

、

そ

の

先

頭

で

行

動

し

た

の

が

、

長

い

蟄

居

生

活

に

耐

え

た

下

級

公

家

の

、

「

岩

倉

具

視

（

一

八

二

五

～

一

八

八

三

年

）
」

だ

っ

た

。

五

百

円

硬

貨

が

流

通

す

る

よ

う

に

な

り

、

今

で

は

殆

ど

見

る

事

が

な

く

な

っ

た

が

、

そ

れ

ま

で

は

、

昭

和

四

十

四

年

に

発

行

開

始

さ

れ

平

成

六

年

の

支

払

い

停

止

ま

で

製

造

さ

れ

た

、

岩

倉

具

視

の

肖

像

が

描

か

れ

た

「

五

百

円

札

（

Ｃ

号

券

）
」

紙

幣

が

あ

る

。

紙

幣

の

右

に

あ

る

、

蝶

ネ

ク

タ

イ

を

締

め

、

額

が

や

や

禿

げ

上

が

り

四

角

ば

っ

た

彼

の

顔

は

、

淡

い

藍

色

の

丸

い

枠

の

中

に

浮

か

び

上

が

っ

て

い

る

が

、

そ
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れ

は

、

明

治

維

新

の

立

役

者

だ

っ

た

十

傑

の

一

人

と

言

わ

れ

た

だ

け

に

、

堂

々

と

し

た

貫

禄

が

あ

る

。

岩

倉

具

視

は

、

公

家

の

堀

河

康

親

の

次

男

と

し

て

京

都

に

生

ま

れ

、

幼

い

頃

か

ら

異

彩

を

放

ち

奔

放

な

所

が

あ

っ

た

が

、

天

保

九

年

（

一

八

三

八

年

）
、

下

級

公

家

の

岩

倉

家

の

養

子

と

な

る

と

同

時

に

、

「

具

視

」

の

名

を

与

え

ら

れ

、

元

服

後

に

朝

廷

へ

出

仕

し

て

、

百

俵

の

役

料

を

受

け

た

。

そ

の

あ

と

時

代

は

進

み

、

井

伊

直

弼

が

水

戸

藩

や

尊

攘

派

に

対

し

て

「

安

政

の

大

獄

」

を

発

動

し

た

た

め

、

「

桜

田

門

外

の

変

」

で

横

死

し

、

そ

れ

に

よ

り

岩

倉

ら

の

公

武

合

体

派

が

幕

府

内

で

勢

力

を

得

て

、

「

和

宮

降

嫁

に

関

す

る

上

申

書

」

を

孝

明

天

皇

に

上

申

し

、

日

米

修

好

通

商

条

約

破

棄

と

攘

夷

を

条

件

に

天

皇

が

こ

れ

を

認

め

、

和

宮

が

江

戸

へ

下

向

す

る

と

き

に

は

、

岩

倉

は

勅

使

と

し

て

随

行

し

た

。

と

こ

ろ

が

、

幕

府

は

一

向

に

攘

夷

を

決

行

し

な

い

事

に

業

を

煮

や

し

た

天

皇

は

、

長

州

藩

に

命

じ

て

自

ら

の

悲

願

達

成

を

確

約

さ

せ

た

た

め

、

尊

王

攘

夷

運

動

は

各

地

で

一

挙

に

盛

り

上

り

、

佐

幕

派

と

み

な

さ
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れ

た

岩

倉

は

糾

弾

排

斥

を

朝

廷

に

働

き

か

け

ら

れ

、

天

皇

か

ら

も

疑

は

れ

た

結

果

、

蟄

居

処

分

さ

ら

に

は

辞

官

と

出

家

を

命

じ

ら

れ

、

朝

廷

を

去

っ

た

。

文

久

二

年

（

一

八

六

二

年

）
、

法

体

に

な

り

岩

倉

が

身

を

寄

せ

た

の

は

、

御

所

か

ら

約

七

㌔

北

に

あ

っ

た

洛

北

「

岩

倉

村

」

の

廃

屋

で

、

洛

中

へ

の

帰

参

が

許

さ

れ

る

慶

応

三

年

（

一

八

六

七

年

）

ま

で

の

五

年

間

、

こ

こ

で

蟄

居

生

活

を

余

儀

な

く

さ

れ

た

が

、

そ

の

廃

屋

が

今

で

は

、

叡

山

電

鉄

の

岩

倉

駅

か

ら

歩

い

て

二

十

分

の

所

に

、

国

指

定

史

跡

「

岩

倉

具

視

幽

棲

旧

宅

」

と

し

て

残

さ

れ

て

い

る

。

蟄

居

中

の

岩

倉

は

、

仲

間

の

公

家

や

諸

藩

士

ら

と

気

脈

を

通

じ

、

数

多

く

の

国

事

意

見

書

を

書

き

、

政

治

の

求

心

力

作

り

に

腐

心

し

て

い

た

が

、

子

供

の

頃

こ

の

辺

り

に

里

子

に

出

さ

れ

て

い

た

事

も

あ

っ

て

、

村

人

と

の

面

識

も

あ

り

ま

た

、

後

妻

の

槇

子

も

洛

中

と

頻

繁

に

往

復

し

情

報

を

届

け

て

く

れ

た

の

で

、

謹

慎

中

と

は

い

え

、

決

し

て

孤

独

で

は

な

か

っ

た

。

ま

た

、

現

状

が

挙

国

一

致

と

は

逆

の

方

向

に

進

ん

で

い

る

危

機

感

か

ら

、

草

の

陰

で

虫

が

鳴

い

て

い

る
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と

い

う

意

味

の

、

「

叢

裡

鳴

虫

」

と

い

う

意

見

書

も

書

く

が

、

そ

れ

は

、

幕

府

が

強

行

す

る

第

二

次

長

州

征

伐

を

非

難

す

る

も

の

で

あ

っ

た

。

一

方

、

今

日

の

急

務

は

、

人

心

収

攬

の

た

め

に

は

「

朝

廷

改

革

」

が

必

要

で

、

そ

れ

が

、

朝

廷

を

中

心

と

し

た

挙

国

一

致

の

王

政

復

古

を

見

据

え

た

「

天

下

一

新

策

密

奏

書

」

と

い

う

、

国

事

意

見

書

に

も

繋

が

っ

て

い

き

、

そ

の

間

、

土

佐

の

坂

本

龍

馬

や

中

岡

慎

太

郎

そ

れ

に

薩

摩

の

大

久

保

利

通

ら

が

彼

を

訪

ね

て

き

た

交

流

を

通

じ

て

、

新

し

い

政

体

樹

立

へ

と

考

え

を

転

換

し

て

い

っ

た

の

で

あ

る

。

練

り

上

げ

た

こ

の

構

想

は

、

や

が

て

、

慶

応

三

年

十

二

月

九

日

に

日

の

目

を

見

る

事

に

な

る

が

、

そ

の

日

朝

、

御

所

の

門

を

薩

摩

や

土

佐

な

ど

の

藩

兵

が

固

め

、

岩

倉

に

同

調

す

る

公

家

ら

が

参

集

す

る

な

か

、

岩

倉

は

御

所

に

参

内

し

て

、

乾

坤

一

擲

の

「

王

政

復

古

」

の

ク

ー

デ

タ

ー

を

実

行

し

た

。

そ

れ

は

、

当

時

の

情

勢

は

薩

長

側

に

あ

る

と

観

望

し

た

か

ら

で

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

武

家

政

権

も

摂

関

政

治

も

な

く

し

、

総

裁

な

ど

の

三

職

を

お

い

て

天

皇
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中

心

の

新

政

府

を

設

立

す

る

と

い

う

、

未

曽

有

の

策

が

直

ち

に

承

認

さ

れ

「

王

政

復

古

」

が

な

り

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

明

治

政

府

が

誕

生

し

た

の

だ

。

し

か

し

、

夕

刻

に

始

ま

っ

た

新

政

府

初

の

小

御

所

会

議

は

紛

糾

し

、

岩

倉

ら

は

徳

川

慶

喜

を

完

全

に

排

除

し

よ

う

と

狙

っ

た

が

、

前

土

佐

藩

主

の

「

山

内

容

堂

」

は

、

慶

喜

の

新

政

府

へ

の

参

加

を

主

張

。

そ

し

て

容

堂

は

、

「

ニ

～

三

人

の

公

卿

が

幼

い

天

皇

を

擁

し

て

、

陰

険

な

企

て

を

行

な

お

う

と

し

て

い

る

」

と

い

う

の

を

聞

い

た

岩

倉

は

、

「

幼

い

天

皇

を

擁

し

て

と

い

う

の

は

非

礼

だ

」

と

反

論

し

た

が

、

議

論

は

休

憩

を

機

に

、

岩

倉

の

「

決

死

の

手

段

に

出

る

覚

悟

」
、

つ

ま

り

実

力

行

使

の

雰

囲

気

が

伝

わ

っ

た

た

め

、

こ

れ

で

ひ

と

ま

ず

収

束

し

た

。

そ

れ

は

、

岩

倉

が

蟄

居

中

、

自

宅

を

博

徒

に

提

供

し

寺

銭

を

稼

い

で

い

た

話

も

あ

る

よ

う

に

、

斬

新

さ

と

度

胸

の

良

さ

を

持

ち

合

わ

せ

て

い

た

の

で

、

こ

の

会

議

で

の

議

論

が

伯

仲

し

、

「

勝

つ

か

負

け

る

か

」

と

な

っ

た

時

、

そ

れ

な

り

に

、

彼

は

客

観

的

な

判

断

が

で

き

る

人

間

だ

っ

た

か

ら

だ

と

思

は

れ

る

。
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ま

た

、

作

家

の

大

仏

次

郎

は

「

天

皇

の

世

紀

」

の

中

で

《

長

い

年

月

を

日

陰

で

暮

ら

し

た

岩

倉

具

視

に

そ

れ

だ

け

の

覚

悟

が

無

か

っ

た

筈

は

な

い

》

と

記

す

が

、

蟄

居

す

る

彼

が

龍

馬

た

ち

と

会

談

し

た

場

は

、

六

畳

の

座

敷

と

い

う

小

さ

な

空

間

に

、

時

代

転

換

の

萌

芽

が

あ

っ

た

に

違

い

な

い

。

そ

の

後

、

版

籍

奉

還

と

廃

藩

置

県

が

行

わ

れ

、

岩

倉

は

中

央

集

権

国

家

を

確

立

す

る

た

め

、

十

項

目

に

わ

た

る

近

代

国

家

の

原

則

を

述

べ

た

意

見

書

「

建

国

策

」

を

著

し

、

民

政

・

財

源

・

兵

制

・

教

育

の

全

国

統

一

化

を

主

張

し

、

日

本

は

一

つ

の

元

首

の

下

で

、

統

一

国

家

と

し

て

ス

タ

ー

ト

を

切

っ

た

の

で

あ

る

。

岩

倉

は

同

時

に

外

務

卿

に

就

任

し

、

欧

米

へ

の

使

節

団

を

結

成

し

、

木

戸

孝

允

や

大

久

保

利

通

そ

れ

に

伊

藤

博

文

を

副

使

と

し

て

、

自

ら

は

特

命

全

権

大

使

と

な

り

、

明

治

四

年

（

一

八

七

一

年

）

十

一

月

か

ら

一

年

十

か

月

に

わ

た

り

欧

米

諸

国

を

巡

り

、

そ

れ

ら

の

国

々

で

の

近

代

化

の

様

子

を

視

察

し

た

。

こ

の

旅

の

中

で

、

彼

は

、

英

国

が

産

業

革

命

で

工

業

技

術

が

進

歩

し

、

米

国

が

大

規

模

の

鉄

道

網

が

想
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像

を

超

え

る

も

の

を

見

て

、

激

し

い

カ

ル

チ

ャ

ー

シ

ョ

ッ

ク

を

受

け

て

、

帰

国

後

に

明

治

天

皇

が

出

し

た

「

立

憲

政

体

の

詔

書

」

へ

の

対

応

に

つ

い

て

、

大

隈

や

伊

藤

と

相

談

し

て

決

め

た

。

急

進

派

の

大

隈

は

、

英

国

の

議

員

内

閣

制

憲

法

を

主

張

し

た

が

、

片

や

斬

新

派

の

伊

藤

は

独

逸

式

君

主

大

権

に

よ

る

憲

法

を

主

張

し

、

最

終

的

に

岩

倉

が

任

せ

た

の

は

伊

藤

で

、

の

ち

伊

藤

は

憲

法

調

査

の

た

め

独

逸

へ

派

遣

さ

れ

た

も

の

の

、

岩

倉

自

身

は

、

伊

藤

の

帰

国

後

に

発

布

さ

れ

た

「

大

日

本

帝

国

憲

法

」

の

制

定

を

、

そ

の

目

で

見

る

事

は

で

き

な

か

っ

た

。

と

い

う

の

は

、

伊

藤

が

独

逸

へ

出

発

し

た

後

、

患

っ

て

い

た

喉

頭

癌

が

悪

化

し

、

フ

ォ

ン

・

ベ

ル

ツ

が

診

断

し

た

時

に

は

、

と

き

既

に

遅

く

、

天

皇

の

見

舞

い

の

翌

日

、

享

年

七

十

九

才

で

亡

く

な

り

、

品

川

の

海

妟

寺

に

葬

ら

れ

た

が

、

明

治

維

新

の

思

想

的

リ

ー

ダ

ー

と

な

り

、

そ

の

礎

を

築

い

た

彼

の

行

動

力

を

知

れ

ば

、

「

五

百

円

札

な

ど

で

は

物

足

り

な

い

」

と

い

う

気

が

し

て

な

ら

な

い

。

令

和

二

年

六

月


